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　北口さんの自己ベストは

61.38m、歴代3位となるこの

大記録を投げたのは2016年。

今年のシーズンでは春から

徐々に記録を伸ばし、9月始

めのインカレは60.48mと自

分超えまであと少しに迫った。

ここまできたら、やりたいこと

は日本記録（海老原選手、

2015年63.80m)の更新だ。	

　今年の国体会場は福井県

9.98スタジアム。昨年ここで

桐生選手が日本人初の

100m/10秒切りを果たしたこ

とを記念しての改名なのだ

そう。	

　やり投げ/成人女子の選手

は17名。3回ずつ投げて、上

位8名までが決勝に進出す

る。北口さんの登場は9番目。

大きく体をしならせての１投

目は、57.48mだった。控えに
戻る北口さんの表情は不満

そう。でもこの時点で１位だ。

「大会記録保持者の北口さ

んは、日本記録更新を公言

しています」と会場にアナウ

ンスも入った。	

　３投目まで1位を維持した

北口さんは、決勝で記録に

挑戦を続けることになった。	

自分を超えて、目指すのは日本記録の更新！	

選手紹介で挨拶する北口さ
ん。懸念された台風の影響
もさほどなく、日差しが暑い

ほどだった	



優勝はしたけど悔しい記録。世界への挑戦は続く！	

　決勝に入っての4投目も記

録は伸びない。5投目、投げ

放った瞬間に観客席からお

おっ、と期待を込めた声が

上がる。本人も少し手応え

を感じたのか、計測を見守

っている。確かに記録は

58.83.mと、1投目より少し上

回った。	

　最後の6投目。既に優勝が

確定した北口さんにとって、

闘う相手は自分自身。投て

き前に「お願いします！」と

声をかけると、観客席から

拍手が沸いて、その応援に

応えるようにリズムを合わ

せながら北口さんが助走を

始めた。思い切りえいっと放

ったやりが、放物線を描い

て地面に刺さった。残念、記

録は伸びず4回目の58.83m

が記録となった。	

　　表彰を待つ北口さんに、

おめでとうございます、と声

をかけると「ありがとうござ

います」と笑顔を見せてくれ

た。「でも悔しくて」と笑顔の

まま瞳にどんどん涙が溜ま

っていく。「記録まで全然足

りなくて。記録だけじゃなくて

いろんなものが足りなくて」。	

　思う結果が出せなかった

今回。でも、今までの努力と

目標への強い覚悟は、絶対

これからに繋がる。応援して

います！	

6投目、記録が伸びず一瞬天を仰いだ
が、振り向いて応援に感謝。	
優勝おめでとう！	



結果	


